








全国国立療養所に入院した慢性腎疾患患者の実態・追跡調査を行った。3年間の全症例 582

例について、治療・臨床経過など多くの点を検討したが、主体となった2年後の臨床経過

は、微小変化型ネフローゼ症候群では良好で、IgA 腎症、紫斑病性腎炎、ループス腎炎で

は比較的良好であり、膜性増殖性腎炎、巣状糸球体硬化症では良好でなかった。 


